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１ ＩＣＴ活用のポイント 

○言語活動を通して身に付けさせたい資質・能力を育成する観点から、言語活動の中で

ＩＣＴを効果的に活用する場面を設定する。 

○各領域における学習過程において、児童生徒が主体的に情報と関わりながら学習を進

めたり、情報を発信・伝達して互いの考えを共有し、深めたり、学んだことを蓄積し活

用したりするための学習ツールとして活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・自分の考えを深める場面で、ホワイトボードソフトの

付箋機能を使って観点ごとに考えを整理・分類する。 

・考えを共有する場面で、共同編集した資料を提示し、 

それぞれの考えを比較・検討する。 

・自分の考えやグループの考えを文章でまとめる場面

で、文書作成ソフトや表計算ソフト等を用いて記述

し、共有する。 

・考えを共有する場面で、個人で作成したスライド資

料を提示し、コメント機能を用いて交流を行い、他

者の意見を参考にして考えを深める。 

〔思考力、判断力、表現力等〕の「A 話すこと・聞くこと」、「B 書くこと」、「C 読む

こと」の各領域における学習過程を踏まえて、ＩＣＴの効果的な活用場面を考えま

しょう。 （例）自分の考えを深める場面、考えたことを表現・共有する場面 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 
○小学校３年・・・文書作成ソフトを用いて考えを表現・共有する実践 
○中学校１年・・・個人で作成したスライド資料を共有し、コメント機能を用いて 

考えを深める実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○ＩＣＴの活用により生み出された時間を活用して、互いの考えを吟味したり、社会的

事象の特色や意味を考えたりする時間の充実を図る。 

○児童生徒がまとめた課題に対するまとめや学習感想、収集した資料等、ＩＣＴに蓄積

された学習成果を、児童生徒の学習改善や教師の指導改善、学習評価等に生かす。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・学習問題をつくるために、端末上で資料について気付

いたことや疑問に思ったことを出し合い、話し合う。  

・学習計画に沿って、問題解決に必要な情報を収集する。

→Ｗｅｂサイト等から情報を収集し端末に蓄積する。 

 →インタビューの様子などを撮影する。 

・端末上の学習シートに調べて分かったことや考えたこ

とを出し合い、共同編集の機能等を活用した内容の吟

味や整理を通して、学習問題を解決する。 

・個人やグループの考えを大型提示装置で発表する。 

 

 

 

ＩＣＴの活用に当たっては、児童生徒が自ら問題意識をもち、問題解決の見通しを立

て、資料や調査活動等で調べたことを基にして、社会的事象の特色や意味を考えたり、

社会への関わり方を選択・判断したりする学習過程がより一層大切になります。 

○課題の追究や解決の見通しをもって児童生徒が主体的にＩＣＴを活用

できるよう指導しているか。（問題解決的な学びになっているか。） 

○ＩＣＴが教科の目標の実現に向かって効果的に活用できているか。 

 →効果的な活用場面を指導者がイメージできているか。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトでは、上記の実践の詳細の他、次の事例も公開しています。 

○小学校５年・・・ホワイトボードソフト等を活用し、疑問等を整理しながら学習問題を設定した実践 

○中学校１年・・・プレゼンテーションソフトと学習支援ソフトを用いて個の考えを深めた実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

①グラフ作成ソフトを用いて目的に応じたグラフを作成したり、動的作図ソフトを用い

て図形を動かしたりするなど、試行錯誤しながら数学的な性質を考察する。 

②授業における板書やノート指導を充実した上で、学習支援ソフトを用いてノート等の

記述を共有することを通して、他者との学び合いや自らの学習調整を促す。 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

①-1 表計算ソフトを用いて、データを表に整理し、

目的に合わせてグラフをつくり考察する。 

①-2 正方形の辺上を動く点を頂点とする三角形の

面積を求める場面で、動的作図ソフトを用いて、

図形を動かしながら考察する。 

②-1 問題解決の過程において、児童生徒が書いた

ノート等の記述を撮影する。その画像を全員が

閲覧可能なホワイトボードソフト等に貼り付け、

書き込み等をしながら発表する。 

②-2 上記と同様に共有し、発表ではなくコメント

機能により意見交換を行う。その後、いくつかの

コメントを取り上げ、全体で話し合う。 

○グラフや図形を簡単に変えられるよさを生かす活動を、授業に取り入れましょう。 

○授業の板書や自分の学習記録を、授業後に振り返る活動も取り入れましょう。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校３年・・・学習支援ソフトを用いて児童が自らノートの記述を共有し学び合う実践 

○中学校３年・・・動的作図ソフトを用いて問題解決したり適用問題に取り組んだりする実践 

Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校３年・・・学習支援ソフトを用いて児童が自らノートの記述を共有し学び合う実践 

○中学校３年・・・動的作図ソフトを用いて問題解決したり適用問題に取り組んだりする実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○資質・能力の三つの柱をバランスよく育成するためにＩＣＴを活用する。 

○理科の指導においては、「観察・実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の充

実を図るための有用な道具としてＩＣＴを位置付け、活用する。 

 

２ 実際の活用例 

・観察、実験のデータ処理やグラフ作成→【資料１参照】 

（規則性や類似性を見いだす。）  

・カメラと１人１台端末の組合せ 

（観察、実験結果の分析や総合的な考察を裏付ける。） 

・センサを用いた計測 

（計測しにくい量や変化を数値化・視覚化して捉える。） 

・シミュレーション→【資料２参照】 

（観測しにくい現象を分析したり、検証したりする。） 

・クラウド上で共有 

（各班の結果を比較したり、児童生徒それぞれが行った考察を交流したりする。） 

 

 

 

 

 

文部科学省より以下の資料が公開されています。 

複数の事例が掲載されていますのでこちらも併せてご覧ください。 

①「理科の指導におけるＩＣＴの活用について」 

②「ＧＩＧＡスクール構想のもとでの理科の指導について」 
 

① 

② 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校４年・・・デジタルコンテンツを用いて、実際に見ることのできない観察を 

行い思考を深める実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育むための学習  

ツールとしてＩＣＴを積極的・効果的に活用する。 

○実際に見る、聴く、触れるなどの身体感覚を働かせて学習する活動とＩＣＴを活用す

る活動を学習のねらいに応じて教師が見極め、適切かつ効果的に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・１人１台端末で範奏を聴きながら各パートを演

奏したり、自分たちの演奏を録音・録画したり

するなどして表現の仕方を工夫する。 

・インターネットを活用して、曲の背景などにつ 

いての知識を得ながら、歌唱・器楽で表現する

ための思いや意図を深める。 

・音楽制作ソフト等を活用して即興的に音楽をつ 

くったり、表したい音楽のイメージを豊かにし

たりする。 

 

 

音楽科ではこれまでも児童生徒が聴覚や視覚など様々な感覚を働かせ、より音楽を捉

えやすくしたり、よさを感じ取りやすくしたりするために、視聴覚機器等を活用して

きました。この方向性はＩＣＴの活用においても変わるものではありません。 

○授業のねらいに応じて、機能や活用場面を厳選する。 

○児童生徒が感覚を働かせたり表現の工夫を促進したりするなど、 

音楽科の特質に合わせた活用を行う。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校４年・・・旋律の特徴を感じ取る鑑賞の実践 

○中学校１年・・・箏の奏法を学ぶ器楽の実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を育むための学習ツール

としてＩＣＴを積極的・効果的に活用する。 

○実際に見る、聴く、触れるなどの身体感覚を働かせて学習する活動とＩＣＴを活用す

る活動を学習のねらいに応じて教師が見極め、適切かつ効果的に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・何度でもやり直したり、形や色を変えたりし

ながら表現の可能性を広げていく。 

・身近にある形や色などのよさや美しさ、自分

たちの活動を記録する。 

・撮影した写真を材料として表現に活用する。 

・作品に関する情報を検索する。 

・プログラミングソフトを使い、アニメーショ

ンを制作する。 

 

 

 

実際にものに触れたり見たりすることが、図画工作・美術の資質・能力の育成におい

ては非常に重要です。学習のねらいに応じて必要性を十分に検討し、適切な場面で 

ＩＣＴを活用していきましょう。 

○資質・能力の育成と関連付ける。 

○感性や想像力を働かせる場面を大切にする。 

○発達の段階や経験に応じて適切に活用する。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校５年・・・カメラ機能や画像編集機能を活用した造形遊びの実践 

○中学校１年・・・カメラ機能を活用した絵に表す活動の実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○生涯にわたる心身の健康の保持増進と豊かなスポーツライフの実現を目指し、運動や

スポーツとの多様な関わり方や個に応じた指導を重視しながら、資質・能力を育むた

めの学習ツールとしてＩＣＴを積極的・効果的に活用する。 

○児童生徒が確実に資質・能力を習得するための活動時間を確保しつつ、ＩＣＴを用い

て自己の変容や成果の確認ができる活動を学習のねらいに応じて教師が見極め、適切

かつ効果的に活用する。 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・自身の動きを、端末に保存した模範となる動きと比較しながら

確認することができる。 

・自分たちの考えた動き（フォーメーション）ができているか見

直し、修正していくことができる。 

・自分の動きを即座に確認し、課題把握することができる。 

・自分の過去の記録やデータをすぐに検索することができる。 

・児童生徒が、模範となる動きのビデオや学習カードなどの指導

資料を、自分の見たいタイミングで、何度でも繰り返し確認す

ることができる。 

・家庭での自主学習ツールとして、自分の感想を記録すると同時

に、友達に対してのアドバイスを書き込むことができる。 

・児童生徒の記録を教師が確認し、アドバイスを書き込むことが

できる。 

 

 

体育・保健体育において、資質・能力を習得したり向上させたりすることや運動量を

確実に確保することは必須条件です。学習の内容に応じてＩＣＴの活用方法を考えな

がら授業を構成していきましょう。 

○個のつまずきの速やかな把握へとつながる。 

○つまずきに応じた指導・支援へとつながる。 

○動作確認が即座にでき、効果的指導へとつながる。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校３年・・・カメラ機能や活用した器械運動（マット運動）の実践 

○中学校２年・・・カメラ機能を活用した器械運動（マット運動）の実践 

 

 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント  

 

〇日常生活の中から問題を見いだして課題を設定したり、解決したりする際に、情報通信ネット

ワークを活用して調べ、その情報を収集・整理することや、観察・実験・実習等の結果や考察し

たことを分かりやすく表現したり、実践の結果をまとめて発表したりする際にＩＣＴを活用する。 

 

〇課題の設定の場面において、踏まえなければならない条件の調査に情報通信ネットワークを

活用したり、設計・計画の評価・改善の場面において、ＩＣＴを活用して生徒同士で情報を共有

し、個々の設計・計画の修正に活用したりする。 

 

２ 実際の活用例   

 

・一人一人の問題意識や気付きを学習支援ソフトに保存

し、データを共有する。 

・クラウド上に保存してある過去の作品の写真や、作り方

の動画などを繰り返し閲覧する。 

・互いの実習する様子を撮影し保存することで、各自の技能や活動を可視化し、自己評

価・改善に生かす。 

・家庭や地域での実践の様子について、写真や動画での撮影、保護者からのコメントな

どを保存し、共有する。 

 

・加工機器の操作方法の解説動画をクラウド上に保存し、

各自の作業ペースに合わせて QR コードを読み取って

動画を視聴する。 

・生物の生育状況や品質の検査等を行うことができるよ

うにするために、写真を用いて正確な観察記録を残す。 

・評価項目を確認した上で、各項目が５点満点となるレーダーチャートを表計算ソフト

で作成し、自分の製作品や既存の技術の評価を行う。 

※ここに書かれていること以外にも、共同編集の機能を使って資料を作成したり、アンケート機

能を使って調査結果を集計したりすることも考えられます。 

家庭・家庭分野 

技術分野 

家庭・家庭分野 

技術分野 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○中学校２年・家庭分野・・・ビデオ機能を活用した衣生活の製作の実践 

○中学校１年・技術分野・・・ビデオ機能を活用した材料の特性を調べる実践 他        



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方などを働かせながら、コミュ

ニケーションの目的や場面、状況などを意識して活動するための学習ツールとして 

ＩＣＴを効果的に活用する。 

○言語活動（特に「話す」・「書く」）の充実を図る。パフォーマンスを記録し、児童生徒

の学習改善や教師の指導・評価改善に生かすために、ＩＣＴを効果的に活用する。 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・言語活動において、写真や動画等を活用することによ

り、日本語を介さずに英語を理解することを支援する。 

・話したり書いたりしたことを共有・保管することで、児

童生徒による自己評価や相互評価、教師の記録に残す評

価に活用し、アウトプットの質を高める。 

・言語活動の導入や振り返りにアンケート機能を活用する

ことにより、言語活動の目的を明確にしたり、児童生徒

に自らの学習状況を把握させたりする。 

・ホワイトボードソフトや文書作成ソフトを使って共同編

集させることにより、生徒の気付きを促したり、思考を

深めさせたりする。 

○英語を使う必然性のある場面や状況を設定する。 

○言語活動の更なる充実、指導と評価の改善・効率化を図る。 



３ 実践事例の紹介 

 Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 
○小学校４年・・・アンケート機能を活用した言語活動の導入やビデオ機能を使ったイン 

タビュー活動の実践 
○中学校１年・・・アンケート機能やプレゼンテーションソフトを用いた学校紹介ビデオ 

作成の実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

 

○低学年の特性や生活科の特質を理解して、児童の思いや願いのもとに写真やビデオを

撮影したりワークシートに記入したりするなど、振り返りや表現に活用する。繰り返

し見ることができる、記録できるなど、ＩＣＴのよさを生かし、学習過程のどの場面で

活用すると効果的なのか考え、計画的に活用する。 

 

○「個の学び」での活用で、深い学びが実現する。探究的な学習を繰り返す中で、一人一

人が収集した多様で多量なデジタルデータ等を端末に長期にわたって集積する。収集

した情報を検索や分析など再構成し、時間軸や空間軸に沿って俯瞰することが可能と

なる。 

○「集団の学び」での活用で、深い学びが期待できる。課題の解決に向けて個々が収集し

たデジタルデータ等を利用し、集団内で共有することで、質的・量的にも豊かな情報を

蓄積することにつながる。 

 

 

 

２ 実際の活用例 

 

・写真や動画の撮影、画像の検索等、低学年でもできる活用を

行う。（作品の共有や繰り返しの視聴が可能。） 

・児童の思いや願いのもとに撮影し蓄積した画像等に文字や

図を書き込む。児童の振り返りの材料となる。 

 

・多様で多量な情報、最新で加工しやすい情報をいつでも、ど

こでも、手軽に調査し収集できる。 

・校内のみならず、国内外への発信が可能である。手軽な作成

と加工が繰り返しでき、成果物の継続的な蓄積ができる。 

 生活→○学習過程のどの場面で活用すると効果的なのか考え、計画的に活用する。 
総合→○探究のプロセスに沿って活用する。 

共通→○発達の段階や経験に応じて適切に活用する。 

生活科では、具体的な活動や体験を通した学びの中で、資質・能力の育成を行ってい

くために、ＩＣＴを効果的に活用しましょう。総合では、「個の学び」と「集団の学

び」が相互に影響し、新たな知を生成できることを体験することを通して、協働的に

問題解決するため、適切な場面でＩＣＴを活用していきましょう。 

生 活 

総 合 

生 活 

総 合 



３ 実践事例の紹介 

 Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 
○生活・小学校１年・・・カメラとホワイトボード機能で記録し、表現に活用する実践 
○総合・小学校３年・・・ソフトを活用した資料のまとめをする実践 
○総合・小学校６年・・・ホワイトボード機能を活用した協働での意見整理をする実践 
○総合・中学校１年・・・ホワイトボード機能を利用した資料の協働制作をする実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○道徳科の目標に示された学習活動に着目し、より効果的に行うための手段として  

ＩＣＴを活用する。 

○年間や学期という一定の期間を経て評価するためにＩＣＴを活用することが、児童生

徒が自己を深く見つめることや教師の負担軽減にもつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・学習支援ソフト等で各自の考えを共有し、議論の根拠と 

する。 

・議論を通して価値に対する理解を深め、自己を見つめ整理

した考えを学習支援ソフト等に入力する。 

・児童生徒の考えの傾向を可視化し、全員参加の議論の土台

をつくる。 

・児童生徒の考えを教師が把握し、議論の中の意図的指名に

つなげる。 

 

道徳科の目的は道徳性を養うことであり、ＩＣＴはそのための手段の一つです。手段

であるはずのＩＣＴが授業の目的とならないよう、指導者が授業のねらいを明確にす

ることが大切です。どの学習場面でどのようにＩＣＴを活用すると効果的かを検討

し、必要な場面で活用するようにしましょう。 

○画面上での意見の共有は、あくまで議論の入口です。共

有された意見を生かして広げていく、児童 

生徒同士の議論を大切にしていきましょう。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校５年・・・「手品師」（A正直、誠実）・学習支援ソフトを活用した実践 

○中学校３年・・・「足袋の季節」（Dよりよく生きる喜び）・表計算ソフトを活用した実践 



 

 

１ ＩＣＴ活用のポイント 

○特別活動の特質である「集団活動、実践的な活動」の代替としてではなく、児童生徒

の学習の場を広げたり、学習の質を高めたりする道具として、場面を適切に選択し、

教師の丁寧な指導の下で効果的に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実際の活用例 

・アンケート機能を活用し、結果を共有することで、児童

生徒が議題や題材を自分のこととして捉えやすくする。 

・授業には参加できない人（他学年の児童生徒、給食の調

理員さんなど）のインタビュー動画を作成する。 

・共同編集機能を利用して、グループで話し合った結果を

表にまとめる。 

・ホワイトボードソフトと付箋機能を用いて、端末上で思

考ツールを使った話合いをする。 

 

 

 

特別活動の方法原理は「なすことによって学ぶ」であり、直接体験が基本です。学習

過程に合わせて活用場面や活用内容を選択し、「ＩＣＴを使用すること」が授業の目的

にならないようにすることが大切です。 

○ 話合いを深めるための活用をする。（内容理解の補助、時間の確保など） 

○ 時間や場所が限定されないメリットを生かす。 

○「活用するため」だけの活動にならないようにする。 



３ 実践事例の紹介 

 
Ｗｅｂサイトには、上記の実践以外に、次の事例も掲載しています。 

○小学校５年・・・思考ツールやインタビューを取り入れた実践 

○中学校３年・・・共同編集で話合いをリアルタイムで共有する実践 











 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 


